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世 界 史 Ｂ

Ⅰ．全体講評

今回の第 2回センター試験本番レベル模試世界史
Ｂの平均点は 40.85 点で，2月の第 1回模試の 40.64
点から若干ではあるが得点が伸びた。現在はまだス
タート地点に立った段階で急激な成績向上は望めな
いし，また現時点ではその必要もない。前回の講評
にも記したとおり，現段階での学力の客観的な分析
と今後の学習計画の検討が課題であることは今回も
同様である。全体的に見て今回の結果は，先史時代
を含む古代・中世の設問は近現代史の設問に比べて
正答率が高く，このことは今後学習が進めば着実に
成績が向上していくことを予想させるものである。
しかしまた，古代であっても正答率の低かった設問
もあり，すでに学習済みの分野での取りこぼしは要
注意である。今回の模試の点数に一喜一憂するだけ
で適切なフォローをしなければ，模試を受けた価値
がほとんどなくなる。模試を通じて学習を深めるこ
とができて初めて有効な結果が得られることを肝に
銘じてもらいたい。
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Ⅱ．設問別分析

第 2回センター試験本番レベル模試の大問別の得
点率は以下のようになっている。
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第 1問と第 2問の正答率はそれぞれ 40％台前半
と約 50％で，第 3問と第 4問よりはよい結果となっ
ている。第 1問は先史時代を含む古代および中世，
第 2問は 13 世紀頃までのイスラーム世界の変遷が
テーマで，とくに第 2問は 4つの大問中最も高い正
答率が得られた。これに対して第 3問は 30％台半
ばの正答率に留まり，大問中最も低い数値となった。
この第 3問は後述するように，問 1～問 3の平均正
答率が低く，問 4以下のそれと大きく差が開いたこ
とが特徴となっている。この問 1～問 3のうち，問
2と問 3は 19 世紀のインドとエジプトを扱ったも
のであり，いまだ十分に学習が及んでいないことが
大きな理由として考えられる。第 4問は問 1～問 6
が古代・中世の設問，問 7～問 9が 18 ～ 19 世紀の
ロシアの設問で，全体の 3分の 2は古代・中世関係
であるが，大問全体の正答率は約 40％に留まった。
問 1～問 3のローマを扱った部分と問 7～問 9の近
代ロシアの部分の正答率に大きな差がないことは意
外な感じがするが，その一因としては前者が古代で
はあってもやや細かい事柄についての設問となって
いることが考えられる。以下，解答傾向に特色が表
れた小問について，学習アドバイスをまじえて述べ
ていくことにする。




